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1. 事業の概要 
1.1 琵琶湖流域の概要 
1.1.1 琵琶湖の諸元 

琵琶湖は、滋賀県中央部に位置する我が国最大・最古の湖である。ここから流出した湖水

は瀬田川、宇治川そして淀川を経て大阪湾に注いでいる。湖盆は、琵琶湖大橋を境として大

きくて深い「北湖」と、小さくて浅い「南湖」とに分かれる。琵琶湖の西部・北部は山が迫

り、湖底の勾配が急であり、東部・南部は平野が広がり湖底の勾配が緩やかである。 

琵琶湖の水位 1cm の変動は 700万 m3近い水量に相当し、貯えられた水は、滋賀県・京都府・

大阪府・兵庫県にまたがる約 1,450万人の生活用水の水源である。 

 

表 1.1-1 琵琶湖の諸元 

項目 内容 

成立年代 約 40数万年前 

(古琵琶湖は約 400万年前に成立) 

湖面積 約 674km2 

(北湖：616 km2,南湖：58 km2） 

湖岸長 約 235km 

水深 最大：約 104m  

平均：41m (北湖：43m,南湖：4m） 

貯水量 約 275億 m3 

(北湖：273億 m3,南湖：2億 m3） 

流域面積 3,848km2 

水面標高 T.P.注１＋84.371m、O.P.B.注 2＋85.614m 

(＝B.S.L.±0.0m） 

注）1. T.P.  ；東京湾中等潮位（Tokyo Peil）といい、国土地理院が測定した油壺検潮所の累年平均潮位

であり、我が国の標高基準面である。 

2. O.P.B.；大阪湾最低潮位（Osaka Peil Biwako）といい、明治 7年（1874年）の大阪港（天保山）

の最低潮位を O.P.±0.0mと定義している。 

 

出典：文献リスト No.1-1,1-2 
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図 1.1-1 琵琶湖流域図 

出典：文献リスト No.1-1を一部修正  
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1.1.2 自然環境 
 地形・地質 

 地形（図 1.1-2） 

琵琶湖流域は、中央部に琵琶湖が位置し、その周辺には沖積平野があり、四方を比叡・比

良・野坂・伊吹・鈴鹿・信楽山地によって囲まれ、近江盆地とよばれる同心円状のまとまり

のある地形を成している。 

南部と東部に広がる沖積平野は、野洲川、日野川などによって形成された湖南平野と、愛

知川、犬上川などによって形成された湖東平野とよばれ、ともに広大な面積を有し、古くか

ら穀倉地帯としての地位を占めている。一方、姉川、高時川などによって形成された湖北平

野と石田川、安曇川などによる湖西平野は、規模が小さく、より扇状地的な色彩が強い。 

最外線部の山地は、地殻変動に支配されており、山地のほとんどが地塁山地（断層山地）

である。このため、山腹斜面は、概ね急斜しているが、山項付近には、定高性の小起伏平坦

面が存在している。また、大部分が南北方向の断層によって形成されている。 

山地は、標高 1,377mの伊吹山を最高峰としている。 

湖西・湖北の河谷形態は、直線的な断層谷と急斜面を流下する短小で流れが急な渓谷が多

い。 

 

 地質（図 1.1-3） 

地質についてみると、流域内の表層地層は、湖岸に近い比較的高度の低い地域は未固形堆

積物の礫・砂で形成されており、山地地域は砂岩・泥岩・礫岩で形成されている。 

高度の低い地域に礫・砂が多いのは、琵琶湖への流入河川による堆積影響による。 

礫・砂は水が浸透しやすいことから、河川水の一部は低地部で浸透し、地下水となって琵

琶湖に流入する。 

 

  



 
 

1-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：文献リスト No.1-3 

図 1.1-2 琵琶湖とその流域の地形 
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図 1.1-3 流域の表層地質図 

出典：文献リスト No.1-4   
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 湖盆地形と底質（図 1.1-4） 

【湖盆地形】 

湖東が緩勾配であることに比べ、湖西は急勾配であり、琵琶湖の最深部は湖西側に位置す

る。また、南湖は一様に浅く、急な勾配はほとんどみられない。 

【底質】 

北湖では沿岸域以外のほとんどは、泥底である。北湖北岸では、礫底から泥底までバラツ

キが大きく、北湖西岸・東岸は概ね砂底が優占する。南湖は沿岸域の一部に砂底や砂礫底が

あるが、ほとんどは泥底である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 1.1-4 琵琶湖の湖盆地形と底質 

出典：文献リスト No.1-5より作成   
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 内湖 1  

明治から昭和初期に 40ヶ所程度の内湖の存在が確認されている。明治期と近年で琵琶湖や

内湖の面積を比較すると、琵琶湖、内湖ともに面積が減少しているが、特に内湖の減少は著

しく、その約 85%が消失している。これは主に昭和 18 年から昭和 46 年に行われた干拓事業

によるものであり、消失内湖は北湖東岸部に多くみられる。 

このような内湖面積の減少を受けて、昭和末期から平成初期にかけて県の自然保護地域公

有化事業により、内湖の土地買い取りが進められ、これ以降一定の内湖が保全されてきた。 

また、平成になって、琵琶湖総合開発に伴う湖岸堤の整備が進められた結果、琵琶湖から

締め切られてできた新規内湖が南湖東岸部に多く生じている。 

現在存在する内湖は、33 ヶ所・540ha であり、そのうち、既存内湖は 23 ヶ所・429ha、新

規内湖は、10ヶ所で 111haである。 

このように、内湖は様々な要因により変遷してきた。現在では、全ての内湖が何らかの人

為的な改変を受けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                   
1出典：文献リスト No.1-6 



 
 

1-8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1-5 琵琶湖周辺の主な内湖 

出典：文献リスト No.1-6 

  

※早崎内湖(49)は消失し
た後、再生事業が行わ
れている。 
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 湖岸景観 

湖岸域は琵琶湖と集水域の接線にあたり、古来より就労や憩いの場としてさまざまな利用

がされてきた。琵琶湖の湖岸は総延長 235ｋｍに及び、岩石、礫、砂、ヨシ原など多様な湖岸

景観が形成され、それぞれに特有の生物群集が形成されている。 

琵琶湖の湖岸景観は、①岩礁湖岸、②岩石湖岸、③礫浜湖岸、④砂浜湖岸、⑤抽水植物湖

岸（砂泥質）、⑥人工湖岸の 6つに類型区分されている（西野 1991）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1-6 湖岸景観の類型区分 

出典：文献リスト No.1-7より作成  

①岩礁湖岸 

②岩石湖岸 

④砂浜湖岸 

⑤抽水植物湖岸（砂泥質） 

③礫浜湖岸 

⑥人工湖岸 

① 

② 

⑤ 

④ 

⑥-1 
①～⑥は図 1.1-7～図 1.1-12の写
真撮影場所を示す 

③ 

⑥ 
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① 岩礁湖岸の景観写真 

  
竹生島にて撮影 

 

 

図 1.1-7 岩礁湖岸の景観写真と生態系模式図 

出典：文献リスト No.1-8 

 



 
 

1-11 

② 岩石湖岸の景観写真 

  
海津大崎にて撮影 

 

図 1.1-8 岩石湖岸の景観写真と生態系模式図 

出典：文献リスト No.1-8 
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③ 礫浜湖岸の景観写真 

 
湖西 境川河口付近にて撮影 

 

図 1.1-9 礫浜湖岸の景観写真と生態系模式図 

出典：文献リスト No.1-8 
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④ 砂浜湖岸の景観写真 

 
マキノ町西浜にて撮影 

 

図 1.1-10 砂浜湖岸の景観写真と生態系模式図 

出典：文献リスト No.1-8 
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⑤ 抽水植物湖岸（砂泥質）の景観写真 

  
湖西 水鳥観察センターにて撮影 

 

図 1.1-11 抽水植物湖岸（砂泥質）の景観写真と生態系模式図 

出典：文献リスト No.1-8 
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⑥ 人工湖岸の景観写真 

 

 
矢橋帰帆島にて撮影 

 

図 1.1-12 人工湖岸の景観写真と生態系模式図 

出典：文献リスト No.1-8 

 

  

  

⑥-1多自然の人工湖岸 
大津湖岸なぎさ公園にて撮影 
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 土地利用 

琵琶湖周辺の土地利用をみると、北湖の西岸では安曇川河口周辺は水田、その他は森林が

主体である。東岸では水田が主体であるが、彦根市や長浜市の市街地も隣接している。南湖

の西岸から東岸南部では市街地、東岸北部では水田が主体である。 

1976 年と 2014 年を比較すると、農地から市街地への転換がみられ、特に南湖において顕

著である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）1.図は、国土地理院情報土地利用メッシュデータを利用し、琵琶湖環境化学センターが作成した。 

2.土地利用面積割合は、国土数値情報土地利用細分メッシュデータを利用し、琵琶湖環境科学セン

ターが算出した。 

 

図 1.1-13 琵琶湖流域の土地利用 

出典：文献リスト No.1-18 
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 気候・気象 

琵琶湖流域は、日本海型・瀬戸内型・東日本型の気候区分の変換点に当たり、地域により

様相は複雑に異なる。詳細には 7地域に区分できるが、大きく区分すると、北部が日本海型、

南部が瀬戸内海型の気候特性といえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1.1-14 日本の気候区分 

出典：文献リスト No.1-9 

 

地域区分名 特  色  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.丹波山地東部

地域 

冷涼な気候である。冬はかなりの降積雪があり、

日本海側の気候に近い。 

2.比良山地と琵

琶湖西岸地域 

湖岸付近は湖の気候緩和作用によって、厳しい暑

さ寒さがみられない。しかし山地域は冬に積雪も

多く低温である。強い西風の吹くところもある。 

3.湖東平野と湖

南の丘陵地域 

内陸部にあるが琵琶湖の影響により寒暑の差は

比較的小さい。北部で冬の降水量が多い。 

4.伊吹山地北部

地域 

年間を通じて低温かつ多降水で、ことに冬の寒さ

は厳しい。 

5.湖北（野坂）・

若丹山地域 

冬期低温でかつ降水量が多く、かなりの積雪をみ

る。 

6.伊吹山地と関

ヶ原狭隘地域 

冷涼な気候である。冬に若狭湾から伊勢湾へ吹き

抜ける風の影響で降積雪が多い。 

7.伊勢平野・鈴鹿

山脈地域 

平野部は典型的な東海型気候で、温暖ながらやや

寒暑の差が大きい。山地部は冷涼、台風時に多雨

となる。また、冬の季節風が強い。 

 

図 1.1-15 琵琶湖の気候による地域区分 

出典：文献リスト No.1-9  

吉野正敏 原図 
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 気温 

彦根における長期的な気温変化は、図 1.1-16のように、上昇・下降を繰り返しながら上昇

傾向にある。日最高気温の年平均値、日最低気温の年平均値は、近年上昇傾向で、全体的に

気温が上昇している傾向がみられる。 

最高気温が 25℃以上の「夏日」及び最低気温が 0℃未満の「冬日」に着目すると、図 1.1-17、

図 1.1-18のように、夏日日数は 2000年頃まで長期的に大きく変化していなかったが、近年

多い傾向にある。冬日日数は近年減少傾向にあり、冬の冷え込みが減少していることがわか

る。 

また、琵琶湖流域の気温分布は図 1.1-19 のとおりであり、南部平野部から琵琶湖周辺の

中央部で高く、周囲の山沿いにかけて低くなる傾向にある。最も年平均気温が高いのは大津

の 15.1℃、最も低いのは信楽の 12.6℃であり、概ね 12～15℃の範囲で分布している(山地部

を除く)。 

湖北と湖南の年平均気温を比較すると、大津の 15.1℃に対し、彦根・南小松は 0.1～0.4℃、

今津・長浜は 0.8～1.0℃低く、季節別にみると、場所による気温差は冬季にやや大きくなる

傾向があるが、内陸部としては比較的地形の影響は小さく、単純な分布をしている。 

図 1.1-20のとおり、琵琶湖流域の気温の月較差をみると、湖岸に近い彦根・今津・大津な

どでは、琵琶湖による緩和作用が影響しているため較差が小さく、内陸部の較差は大きい。

琵琶湖ほどの大きさの湖となると海と同じくらいの緩和作用があるとも言われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1-16 彦根地方気象台での長期的な年平均気温の動向 

出典：文献リスト No.1-10 
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図 1.1-17 彦根地方気象台での長期的な日最高気温の年平均値と夏日日数の動向 

出典：文献リスト No.1-10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 1.1-18 彦根地方気象台での長期的な日最低気温の年平均値と冬日日数の動向 

出典：文献リスト No.1-10 
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注)値は平年値(1991-2020年) 

図 1.1-19 滋賀県の地域別の年平均気温及び年間気温変化と季節ごとの分布パターン 

出典：文献リスト No.1-10   
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